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．お わ り に
動物の飼い主は，その動物に対する責任をその動物が
命を終えるまで果たさなくてはならない。また，その責
任は適切なものでなければならない。
多頭飼育崩壊の背景や要因を検討する中で，改めて，
動物の適正飼育の必要性を感じた。
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図４：多頭飼育崩壊にいたるまでのプロセスモデル
（筆者らが独自で作成）
が飼養者，★は飼育動物を示した。
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